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HPも
今すぐ
チェック！

アンケートのご協力を
お願いいたします。

(裏面をご覧ください)

７年生 担任 和久野 沙莉

運動会では５年生と一緒に「イナズマGo！」という競技を行いました。保護者の皆様にもたくさんの応援をいただき、子供たち

はより一層力を発揮できたと思います。実はあの運動会までに子供たちは多くのつまずきを経験し、多くの努力をしました。本号

ではそんな子供たちの姿をお届けしたいと思います。

【子供の姿・学びのストーリー】

①「若い力」を伝えよう：運動会の準備運動で行った「若い力」。「若い力という名前だから声や

音をしっかりと出して元気な若さ溢れる力を見せたい」という思いから、「足で大きな音を鳴ら

すには」「手を上げる順番を間違えないようにするには」などのポイントを５年生に伝授し、そ

れを生かして５年生が１年生に伝授しました。詳しくは研究だよりVol.２をご覧ください。

②伝統を受け継ぐとは？：ではなぜ若い力を７年生から５年生、５年生から１年生に受け継ぐ必要

があるのでしょうか。「１枚の布から」という教材を用いて、伝統を受け継ぐとはどういうこと

なのかを考えました。「伝統を伝えてきた人の意思や思いを受け継ぐこと」「自分たちよりもさ

らにあとの世代にも受け継いでいってほしい」といった思いが見られ、実際に５年生に伝授する

際にも歴史を伝えたり、それを小学生にも伝えてほしいと自分たちの思いや願いを伝えたりする

場面もありました。

③どんな競技、ルールがいいだろう？：次は競技について実行委員を中心に決めていきました。

実は最初に競技を提案したとき「７年生もボールを投げたい」「７年生が目立てない」と言った

声もありました。なぜ５年生と合同で行うのか、なぜ７年生はボールをキャッチする役割なのか

を考え、「これは７年生にしかできない」「５年生をサポートする

ことが憧れられる姿につながる」と、周りのことを考えた言動が多

く見られるようになりました。ルール決めの際も「７年生だったら

これでいいけど５年生がいるからこうした方がいい」という意見が

多く出され、ボールを投げる位置や走る速度などの調整をしました。

④みんなで成功させよう：スタ☆トレなど、７年生だけの小グループでの活動は多くありましたが、

今回は５年生もいます。小グループで何かを成し遂げるにはどうしたらよいのか、５年生とはどう

関わったらよいのかを考えるため、「みんなで成功させよう」と「言葉の向こうに」という２つの

教材を用いました。「学年関係なく一人一人の意見を大切にしたい」「相手のことをよく見て相手

に合った関わり方をしたい」「この言葉で相手がどう思うかを考えて発言したい」など、お互いに

思いやった上で発言をすることで、よい関わりができ、さらに成功につながるのだと気づきました。

子供の挑戦 子供のつまずき 子供の努力

を支える教師のマインドセットを大切にした実践です

７年生が鏡になって
教えています。

より速くより安全に
競技ができるよう
作戦会議中…

図を用いて競技の説明をしています。



幼小中一貫教育研究だより（カラー版）

幼小中一貫研究だよりをご覧いただきありがとうございます。
学校園ホームページから、カラー版を閲覧できます。

よろしければぜひご覧ください。

学校園ホームページ「幼小中一貫研究だより」URL
https://www.hiroshima-u.ac.jp/fu_mihara/R7kenkyudayori

アンケートフォームURL https://forms.office.com/r/NcyaJhnhN4

幼小中一貫教育研究だよりの
アンケートにご協力ください

幼小中一貫研究だよりをご覧いただきありがとうございます。
子供たちのよりよい学びにつなげるため、

こちらのアンケートにご協力をお願いいたします。

⑤いよいよ本番：本番が迫ってくると、「勝ちたい」という思いが強くなりました。これは合同でやっているからこそより思いが

強くなったのだと思います。前日には各グループで円陣を組み掛け声を出して思いを確かめ合いました。そして当日…。様々な

思いが子供たちの中にはありましたが、振り返りを見ると「５年生から学ぶこともあって、お互いに成長できた」「相手がいる

から勝負ができるので相手に感謝したい」「今回できなかったことは来年できるようになりたい」と、運動会を通して成長を感

じ、それをさらに次につなげていこうという思いが見えました。

⑥ネガティブな気持ち：運動会では不測の事態もあり、悔しい思いや悲しい思いをする子供も多くいました。そんな中でも⑤のよ

うに考えられたのは「リフレーミング」を行ったからです。リフレーミングとは、欠点やネガティブなことをいつもとは違った

枠組みや視点で長所やポジティブなものとして捉えることです。まずは自分の短所を書き出し、そ

れをペアで交換してリフレーミングを行います。例えば「時間がかかる」は「丁寧にできる」、

「嫌なものや苦手なものを改善しようとしない」が「ありのままの自分を受け止めている」など、

私たちも考えられないような考え方の変化が見られ、相手に対する思いやりがあってこその言葉な

のではないかと思いました。

⑦思いを形に：運動会で使用したバーは５年生が装飾をしました。それに感謝したいという思

いから、７年生からメッセ―ジを送りました。すると５年生から「運動会がんばろうね」という返

事が届きました。さらに運動会後の交流では、５年生から７年生へプレゼントが。今も筆箱の中に

入れるなどして大切に持ってきている７年生もいます。２か月でできた絆の深さがうかがえます。

⑧実行委員のがんばり：運動会やスタ☆トレでは実行委員が企画、準備、運営をしてくれました。

これから全員が実行委員を経験します。実行委員の動きや思いから、これから実行委員をする際

どうしたらよいのかや、行事などのときに、実行委員をどう支えたらよいのかなどを考えました。

「見えないところでもたくさん私たちのために動いてくれていたことが分かった」「実行と改善

を繰り返してよい行事にしていきたい」などの思いが見られました。

【教師の思いや願い】

運動会を単なる行事として終わらせるのではなく、振り返りや前後の道徳の授業（上記②、④など）、ソーシャルスキルトレー

ニング（上記⑥など）などを利用して、運動会に向けての取組を通して学んだことを今後にどのように生かしていくかを考えられ

るようにしました。例えば、振り返りではできたことや学んだことに加えて、できなかったことや次に頑張りたいことなどを記述

するようにしました。そうすることで、毎回の練習で自分なりの目標を立てて取り組む子供が多くいました。運動会後も特別活動

を通して、自分たちが運動会で達成できたことやできなかったこと、仲間の姿を振り返り、今後の生活に活かすことができるよう

にしました。

学校でしかできない経験はたくさんあります。その経験がこれから広い世界で生きていくときに少しでも役に立つような手助け

ができるよう、これからも授業や学級活動に取り組んでいきます。

振り返りなどを
成長のきっかけにすること

行事を媒介として
関係構築をすること

広い視野で
人間関係を育むこと

２か月間
ありがとう！！


